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要 旨 
【目的】西日本豪雨で被害を受けた岡山県内の訪問看護ステーション（ST）における災害対策の現状、

また、訪問看護師が在宅酸素療法（HOT）利用者へ行う対応の実態、そして、災害対策の一つとして、

ST における HOT 利用者への適切な対応と課題を明らかにする。【方法】2018 年 8 月～11 月、一次調査

は 64 人の ST の管理者、二次調査は HOT 利用者への対応をした経験を持つ 23 人の訪問看護師を対象と

し、災害対策や実態調査を行った。一次調査では、ST 管理者宛に研究説明書等を郵送し、承諾が得られ

た施設を対象に二次調査を行った。【結果】ST 独自の災害マニュアル保有率は約 64.1%であり、避難訓

練の実施は少なかった。管理者の多くは、災害時の初期対応や避難の優先順位を決め、マニュアルの見

直し等に取り組んでいたが、災害発生時の対応やスタッフの連携等が課題であった。訪問看護師は、90％
以上が災害時や緊急時の対応方法を HOT 利用者や家族へ説明していた。その中でも高齢者の避難、認

知や生活状況に合わせた支援を課題として考え、訪問看護師が、災害を想定した療養者への指示出しに

不安を抱えていた。【結論】ST 管理者と訪問看護師双方の不安や課題の解決に向けて、ST 内での情報共

有が重要となるだろう。今後の災害対策として HOT 利用者のみならず、医療依存度が低い療養者への

避難説明も実施され、安心した療養生活を目指し ST 内での検討や調整が求められる。 
 

キーワード：訪問看護ステーション、災害対策、在宅酸素療法 

Keywords：home-visit nursing, disaster preparedness, home oxygen therapy 

 

Ⅰ．緒言 
2018 年 7 月の西日本豪雨では、中国・四国地方

を中心に、家屋の全壊や床上床下浸水、断水など

の大規模災害が発生した。特に岡山県では、家屋

の全壊が約 4400 棟、半壊が約 3100 棟、床上・床

下浸水が約 8900 棟あり 1)、20 の市町村で約 5 万

1200 戸が停電 2)という甚大な災害となった。日本

では、地震や台風といった大規模自然災害が毎年

のように発生しており、今後も豪雨や台風、地震

といった自然災害が起こるリスクは高く、令和 2
年には「防災・減災、国土強靱化のための 5 ヶ年

加速化対策」が閣議決定される等、国家規模での

対策が推進されている 3)。また、災害対策基本法

では「高齢者、障害者、乳幼児その他の特に配慮

を要する者」を要配慮者と定義しており、要配慮

者への支援・対策も位置付けられているが、十分

とは言えない現状が報告されている 4)5) 。 
特に在宅酸素療法（以下、HOT）を行う在宅療

養者は、停電や浸水被害、避難所での生活等で酸

素の使用がなければ生命に関わり、災害時でも

HOT の継続が不可欠となる。災害拠点病院では

「通常時の 6 割程度の発電容量がある自家発電

設備等を保有し、3 日分程度の燃料を確保してお

くこと」が指定要件であり 6)、停電時であっても

自家発電により医療機器を継続して使用できる。

しかし HOT 利用者の場合は、停電の場合には
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酸素濃縮器を使用できず、携帯用酸素ボンベに切

り替える難題と直面する。 
HOT 利用者にとって訪問看護師は、医療者の

中でも特に関わりが深く、災害時の適切な行動に

は、訪問看護師の平常時からの対応が重要となる。

そのため、訪問看護ステーション（以下、ST）で

は、地域で暮らす HOT 利用者の安全を考慮し、

日頃より災害時や緊急時に備える対策が求めら

れる。しかしながら、災害時に備えた ST 全体と

しての HOT 利用者への取り組みが調査され、災

害時の説明やシミュレーション体験の必要性は

指摘されているものの 7）、HOT 利用者に対する

訪問看護師の関わりの実態は把握されていない。

さらに、HOT 利用者との関わりが深い酸素供給

業者との連携は、HOT 利用者と業者との連携が

示されているが、訪問看護師が、どのように対

応ができるかについての先行研究は少ない 8）9）10）。   
近年の未曾有の災害を経験し、全国各地におけ

る、ST 内での災害に対する意識の向上が推察さ

れる。災害時に関するマニュアルを準備する事業

所は大幅に増加し、災害への危機管理意識の高ま

りを示している 11)。しかし、ST の具体的な災害

対策に関する調査は少なく、災害を受けた岡山県

の ST の研究は 1 例のみであった。そこで、本研

究では、西日本豪雨の被害が大きかった岡山県の

ST の災害対策の実態を把握し、次に訪問看護師

が、災害に備え HOT 利用者へ行う対応の実態や

課題を明らかにする。 
 
Ⅱ．研究方法 
1.対象者 

岡山県訪問看護ステーション連絡協議会のウ

ェブサイトに記載されている ST の内、2018 年西

日本豪雨で甚大な被害を受けた A 町を除いた、

全 166 件を対象とした。一次調査は管理者、二次

調査は HOT 利用者の対応に関わる訪問看護師を

対象とした。一次調査の回答欄に「HOT 利用者の

訪問を扱っているか」の設問を設け、二次調査開

始前に、HOT 利用者がいない ST は除外した。 
2.調査期間 

2018 年 8 月～11 月 
3.データ収集方法 

1）一次調査：ST の管理者宛てに、研究の概要

と目的、方法と倫理的配慮に関する研究説明書と

ST 名を記名する質問紙を郵送した。その際、ST
内の HOT 利用者の有無と二次調査協力について

回答を求めた。 
2）二次調査：一次調査で HOT 利用者がおり、

かつ了承が得られたのは、32 件の ST であった。

その ST の訪問看護師に、管理者と同様の手続き

をとり無記名の自記式質問紙調査を実施した。回

答者は、1ST につき看護師 1 人とし、HOT 利用者

への訪問経験が無いものは除外した。 
4.調査項目 

調査項目は先行文献 7)12)13) 、訪問看護師経験者

からの意見を参考に作成した。 
1）一次調査：①ST の概要、②災害経験の有無

と内容（4 項目）、③災害マニュアルの有無と内

容（10 項目）、④災害対策と備え（13 項目）、

⑤管理者の考える災害対策の課題（自由記述）と

した。 
2）二次調査：HOT 利用者に対する災害対策の

実態について調査した。調査項目は、①災害対応

経験（4 項目）、②災害マニュアルの理解度（4 項

目）、③災害時や緊急時の対応方法（4 項目）と

説明（7 項目）、④酸素供給業者との連絡の有無、

⑤災害対応への不安（4 項目）、不安への取り組

み（4 項目）、⑤訪問看護師が考える災害対策の

課題（自由記述）とした。 
5.データ分析方法 

調査項目は単純集計を行い、自由記述は、コー

ドからサブカテゴリーを作成し、カテゴリーへと

抽象度を高め、質的帰納的に分析した。コードは、

簡略化した表現とせず、逐語録を一意味内容ごと

に区切り、コードとした。 
6.倫理的配慮 

調査協力は、自由意思に基づいて実施した。調

査上で知り得た情報について、本研究以外の目的

では使用しないこと、適切な管理、研究終了後の

適切な廃棄、プライバシーの配慮に関して文書に

て説明し、一次調査、二次調査ともに質問紙と同

意書の返送をもって同意を得た。なお、本研究は、

大阪大学医学部附属病院倫理審査委員会の承認

を受けた（承認番号 18089）。 
 
Ⅲ．結果  
1.一次調査 

配布数 166 件に対して回収数は 64 件（回収率

38.6%）、全て有効回答であった。 
1） 管理者および ST の概要 
平均年齢は 50.4 歳（SD=7.3）、管理者の経験年

数は 6.51 年（SD=6.3）であった。ST の職員数は
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常勤で平均 4.2人、非常勤で平均 2.3人であった。

90.6%の ST が 24 時間対応であった。 
2）訪問看護 STの災害対策の実態  
表 1 に 64 人から回答を得た、災害の経験や内

容、マニュアルの有無・内容、及び、災害への備

えについて示した。ST 独自の災害マニュアルが

ない理由は、併設の病院のマニュアル等を使用し

ている、あるいは作成中、作成予定であった。 
 
表 1. 管理者が考えるステーション災害対策の実態 

 

3）管理者の考える「災害対策の課題」  
自由記述の分析の結果、41 のコード、19 のサ

ブカテゴリーに集約され、最終的に 5 つのカテゴ

リーを抽出した（表 2）。サブカテゴリーは〈 〉、

カテゴリーは［ ］で表す。カテゴリーは 災害

を想定した準備 ［利用者・家族に対する事前準

備］［災害発生時の対応］［スタッフとの連携］［他

機関との連携］であった。 
2.二次調査 

配布数 32 件に対して、回収数は 23 件（回収率

71.9%）、全て有効回答であった。 
1）訪問看護師の概要 
平均年齢は 50.7 歳（SD=4.5）、訪問看護師とし

ての経験年数は 12.7 年（SD=8.1）であった。災害

対応経験者は 6 人（26.1%）であった。災害の内

容では、停電、床上床下浸水、土砂くずれ、震度

5 以上の地震の順に多かった。マニュアルの内容

を「理解している」のは 4 人 23.5％ 、「だいたい

理解している」のは 10 人 58.8％ であった。 

2）HOT利用者への訪問看護師の災害対策の実

態  
災害時・緊急時の対応方法についての説明・頻

度・内容、酸素供給業者との連携、及び、災害対

応についての不安、不安への取り組みを表 3 に示

した。業者と定期的に連絡をとる看護師が半数以

上であり、その多くは「酸素ボンベの残量が少な

いとき」「機器のトラブル」であった。連絡をとら

ない理由には「必要ない」「管理者が連絡をとる

から」等が挙げられた。災害対応への不安が「あ

る」が 9 割以上で最も多かった。 
3）訪問看護師が考える HOT 利用者援助時の

災害対策の課題  
自由記述を分析した結果、19 のコード、11 の

サブカテゴリーに集約され、最終的に 4 つのカテ

ゴリーを抽出した（表 4）。サブカテゴリーは〈 〉、

カテゴリーは［ ］で表す。カテゴリーは 災害

を想定した準備 ［利用者に合わせた支援計画］

［災害発生時の対応］［ST 内・他機関との連携］

であった。 
 

Ⅳ．考察 
管理者と訪問看護師の二段階調査結果から、

HOT 利用者に対する災害対策の実態、および課

題が明らかになった。それら 2 つの視点から、今

後の ST における災害対策、および HOT 利用者

や家族への適切な対応について検討を深める。 
1.STのマニュアル活用と災害対策の実態 

一次調査において、ST 独自の災害マニュアル

保有率は約 64.1%であった。災害マニュアル内容

は、約 95%が職員や利用者の安否確認を定め、約

70%が職員の避難方法・避難場所を定めていた。

その一方で、災害対策の課題として［災害を想定

した準備］では、災害マニュアル作成と実践のバ

ランスを図ることや、様々な災害の状況を設定す

ること、そして［利用者・家族に対する事前準備］

では、避難困難者への対応、［災害発生時の対応］

では、ライフライン切断時等、災害時の初期対応

や、災害の中で実際に動けるかの不安等が挙げら

れた。ST 管理者として、災害に向けた最大限の

準備や心構えをしていても、災害の発生時は未知

な為、様々な災害を想定して動くことは難しく、

スタッフとの連携 における、スタッフの安全確

保や安否確認、スタッフ間の情報共有にも困難を

抱えるのであろう。先行研究では、災害時の困り

事にライフラインの途絶があり、利用者や職員の

％

災害経験 なし

あり

災害経験の内容 床上・床下浸水

（複数回答） 停電

震度5以上の地震

災害マニュアル あり

なし

災害マニュアル内容* 職員の安否確認

（複数回答） 利用者の安否確認

利用者家族との連絡

職員の避難方法・避難場所

安否確認の優先順位

ケアマネージャーとの連絡

医師との連絡

医療機器使用者への対応

災害への備え 停電時の医療機器管理を利用者・家族に説明

（複数回答） 利用者の安否確認の優先順位をつける

災害マニュアルの見直し

災害に関するカンファレンスを行う

医師や医療機器業者等、関連機関の連絡リスト作成

利用者のマップを作成

利用者の障害に応じた安否確認の方法を確保

STの耐震化

ST内での災害模擬訓練

＊ST: home-visit nursing stations

＊分母はマニュアル保有ステーション
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安否確認の困難が報告されている 14）15）。こうし

た課題への対策としてソーシャルネットワーク

（SNS）の活用が報告される 8)。緊急連絡先や避

難方法の事前準備は、看護師の安全の為に重要と

なる。今回の ST 管理者の課題解決の一案として、

SNS の活用は、職員や利用者の安否確認、避難場

所の確認等に有効な手段になると考えられる。 
災害マニュアルの活用については、ST 内での

カンファレンスや災害模擬訓練によって実用性

を確認する方法が指摘され 13)、防災教育を計画し

年一回以上実施している ST では、災害マニュア

ルの定期的な見直しが、スタッフの意識の向上に

結び付く可能性が示唆されている 16)。 今回の結

果では、災害時の備えの取り組みとして、マニュ

アルの見直しやカンファレンスを行う ST は約 3
割、災害模擬訓練を行うSTは1割程度であった。

また、管理者が考える課題に［災害を想定した準

備］［利用者・家族に対する事前準備］［災害時発

生時の対応］等が挙がった。これらから、防災計

画の実践への反映が不十分であることが予測さ

れ、災害マニュアルを実践的に活かす工夫が必要

と考えられる。しかし、同様の課題を抱える ST
は多く存在し、災害マニュアルの作成や活用 8)、

内容が未熟知な実態 12)は問題視されている。その

背景には、小規模な ST の特性があるだろう。2022
年度の報告によると、10 年前と比較して ST の総

カテゴリー サブカテゴリ― コード

マニュアルの整備がない

マニュアルの見直しをする

実際に使えるマニュアルになっていない

様々な災害を想定した対策を考える

ライフラインが遮断され、浸水により訪問できないことを想定する

何が起きてもおかしくない国に住んでいる、という認識

日頃から本人・家族への意識づけを行う

STに備蓄がない

利用者宅に備蓄を配布できない

災害対策の研修の受講 災害対策に関する研修への参加

できるだけ早い時期の避難をする

利用者が避難場所を知らない

災害の種類によって避難場所が違う

要介護者の避難方法について

避難場所への移動が困難なこと

独居高齢者が多い

利用者の安全確保ができるか

利用者の安否確認の方法について

患者さん1人1人の事前準備をする

利用者が自分で自分を守れるような指導をする

ライフライン切断時の対応の遅れ

訪問中の災害について

実際の災害で初期対応の課題があった

医療機器や衛生材料等が流された際の早期の対応

遠方のスタッフが多く、災害時にスタッフが出勤できるか

災害が発生した場合のマンパワー不足

災害の中でどれだけ動けるのか

予想以上のことが起きたときに対応できるか

災害の経験がないため、実際に動けるか

避難所での看護 避難所への訪問の仕方を考える

職員の安全確保ができるか

各ナースが自身や自身の家族より仕事・利用者を優先させてしまう

スタッフ間での役割分担 スタッフの役割分担について

災害に関するカンファレンスを定期的に行う

スタッフ全員に情報を周知徹底させる

行政との連携をとる

官と民間の連携をとる

他のSTとの情報共有を図る

他のSTとの協力方法をとる

母体病院との連携 STが病院内にあり、災害対策を独自に行えない

災害発生時の対応

災害時の初期対応

災害時の人手不足

災害時実際に動けるかの不安

表 2.　管理者の考える「災害対策の課題」

災害を想定した準備

災害マニュアル作成と実践のバランス

様々な災害の状況を想定

実際のイメージがつきにくく、準備が話しの上だけである

利用者・家族、スタッフに
　　　　　　　　　　災害の意識づけ

ST内の備蓄を用意

利用者・家族に対す
る事前準備

利用者の避難場所の確保と
　　　　　　　　　避難のタイミング

避難が困難な利用者への対応

利用者の安全確保と安否確認

利用者の自助の援助

スタッフとの連携

スタッフの安全確保・安否確認

スタッフ間での情報共有

他機関との連携

行政との連携

他のSTとの連携
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数は 2 倍以上であるが、小規模事業所が多い現状

が指摘されている 17)。今回の結果からは、ST の

規模は、常勤で平均 4.2 人、非常勤で平均 2.3 人

であり、比較的小規模 ST であることが推測でき

る。［ST 内・他機関との連携］の内、他 ST との

情報共有や連携が、課題であることを考慮すれば

地域内の ST 同士の連携の強化を基盤に、共同で

の災害模擬訓練が可能であるとも考えられる。 
2. 訪問看護師の HOT 利用者とその家族への援

助の実態と課題 
二次調査の結果では、9割以上の看護師が HOT

利用者または家族に災害時・緊急時の対応を説明

していた。先行研究では、多くの HOT 利用者が

適切な対応を理解していなかった 7)ことが示さ

れている。本調査では、訪問看護師は、突然の災

害時には、HOT 利用者が混乱を生じて、適切な対

応が困難になることを理解した上で、家族も含め

て災害時対応の説明を実施していたとも考えら

れる。 
また、本調査において災害対策の課題に［利用

者に合わせた支援計画］に高齢者の避難や、独居

高齢者本人以外への連絡の難しさが挙がってお

り、訪問看護師は、HOT 利用者やその家族が医療

機器を管理できるか、そして、看護師として適切

な指示が出せるかといった不安を抱えている。

HOT 利用者には、高齢者が多い現状がある 18）。

こうした不安を軽減するために、災害マニュアル

を確認すると、看護師同士で災害に関するカンフ

ァレンスを実施する等が取り組まれていた。しか

し、現状は多忙な ST が多く、業務時間内に訪問

看護師が、同じ空間で情報交換できる時間は乏し

い 13）。そうした現状を踏まえ、管理者が訪問看護

師の不安を把握し、災害対策についてのカンファ

レンスを予め設定し話し合うことや、各看護師が

表3.　 HOT利用者への訪問看護師の災害対策の実態　　　　                      （N=23）

項目 内容 ％

災害時、緊急時の対応方法 利用者と家族の両者に説明

利用者のみに説明

していない

家族のみに説明

説明頻度 定期的に説明している

（台風や大雨、災害があった時など）

一度のみ（HOT導入直後）

していない

一度のみ（初回訪問時）

説明内容 医療機器業者の連絡先

（複数回答） 避難場所

代替機器やバッテリーの使い方

訪問看護ステーションの連絡先

避難方法

外出時の災害や緊急事態への行動

災害を想定した訓練

酸素供給業者との連絡 とる

とらない

災害対応への不安 ある

ない

不安の内容 HOT利用者やその家族の医療機器管理

（複数回答） HOT利用者やその家族に適切な指示出し

HOT利用者の安否確認

酸素供給業者との連携

その他

不安への取り組み 災害マニュアルを確認する

（複数回答）
酸素供給業者に医療機器の説明を受ける・研修に
参加する

看護師同士で災害に関するカンファレンスの実施

ステーション管理者に相談、質問する

その他

＊HOT: Home Oxygen Therapy

  大阪大学看護学雑誌 Vol.30 No.1（2024） 
ISSN 2189-8820 

i 

大阪大学看護学雑誌 第 巻 第 号（ ）

目 次

原 著 論 文 

一側性難聴のある人の経験 

渡邊のどか・楊玉春・髙橋慧・清水安子･････････････････････････････････････････1 

 

在宅で障がい者を介護する高齢の介護者に関わる生活介護事業所職員におけるアドバンス・ケ

ア・プランニング認知度とその関連要因：横断的研究 

森木友紀・生田花澄・勝久美月・竹下悠子・齋前裕一郎・大西真愛・笠松弥咲・ 

糀屋絵理子・藤井誠・竹屋泰･･････････････････････････････････････････････････12 

 

研 究 報 告 

岡山県の訪問看護ステーションにおける災害対策と在宅酸素利用者への対応の実態と課題 

畠中香織・細田美佳・山本恵美子・清水安子････････････････････････････････････21 

資 料

小児医療センターの付き添い家族に対する看護の定量化－看護必要度F項目（F：Family）の開発－

中谷安寿・前田稔宏・仲島圭将・圓見千代･天野美希･岩崎朋之････････････････････30

看護記録量的監査における自動監査を用いた手動監査の精度の検証

中谷安寿・鍋谷佳子・仲島圭将・平尾幸美・岩崎朋之･････････････････････････････39 

膠原病患者の教壇に立つ経験についての語り

成末梨乃・髙橋慧・清水安子･･･････････････････････････････････････････････････47 

実装科学の視点からみた保健師の事業化・施策化能力の課題 

下田和美怜・岡本玲子・宮本圭子・小出恵子・田中美帆･････････････････････････55 
 

シミュレーション教育を活用した実践者育成から指導者育成への変遷－急変対応コアナース会の10

年間の活動実績から見えた課題－ 

本村和也・堀井菜緒子・鍋谷佳子･･･････････････････････････････････････････････65 

投 稿 規 程･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････71

25



 
 

災害マニュアルを定期的に確認する時間を設け

る等、看護師全員で災害に関する情報を共有し、

共通の認識をもつことが重要となるだろう。そう

した取り組みが［ST 内・他機関との連携］が課題

解決の一助となり、他職種との連携や、地域との

協力体制の活性化へと繋がることが期待できる。 
災害時・緊急時の説明頻度については、台風や

大雨、災害が起きた時等に複数回行っている看護

師が多いが、「災害を想定した訓練」についての

説明をする看護師は僅かであった。台風の接近や

豪雨は、事前予測が可能であるが、地震災害は、

発生の予測が困難である。混乱を最小限に抑える

ためにも、災害のない時期に緊急時の対応に関す

る説明や確認に取り組む必要があると考えられ

る。 
特徴的な点として、二次調査では、多くの訪問

看護師が HOT 利用者へ「避難場所」を説明して

いた。一方で、管理者の課題の［利用者・家族に

対する事前準備］において、災害の種類によって、

利用者の避難場所が違うことや、避難のタイミン

グが挙がっていた。2009 年の岡山県の調査では

医療機器管理を必要としない利用者や、その家族

と看護師との間で災害時の備えを「全く決めてい

ない」が 7～8 割を占めていた 10)。すなわち、HOT
利用者は、医療依存度が高く迅速な対応が必須と

なり、訪問看護師から「避難場所」の説明は行き

届きやすい。医療依存度の高い HOT 利用者とそ

うでない利用者との間には、身体状況の異なり等

による対応へ差異が発生する可能性がある。しか

し、在宅には、治療の継続が欠かせない慢性疾患

をもつ療養者や独居高齢者も多く、避難対策への

意識に差異が生じない対応が不可欠になると考

える。 
3.災害時の HOT 利用者の安全対応に向けた地域

や他機関との連携 
HOT 利用者等、医療依存度が高い利用者に対

しては、個別の ST だけでの対応には限界があり

地域や母体病院、医療機器業者との共助の視点が

重要となる。管理者は［ST 内・他機関との連携］

においては、行政や他の ST と連携を図ることを

課題とし、ST が設置されている母体病院との連

携があるが故に、ST 独自の対策を講じることを

困難に感じていた。要援助者の調査では、家族が

避難訓練の実施後、「避難が可能と知り自信がつ

いた」と避難への否定的な気持ちが変化した 19）

という報告がある。したがって、管理者が地域内

の ST との連携を強化し、行政との連携を進めて

いくことが必要である。加えて、母体病院の災害

対策を ST が活用しやすいように調整を図ること

で、市町村や母体病院等、地域全体での防災訓練

カテゴリー サブカテゴリ― コード

当STに適した災害マニュアルの作成

マニュアルの作成

マニュアルの定期的な見直し

災害規模の想定と対策 どの災害にも対応できるような対策をとるには範囲が広い

ST内の備蓄の用意 水や食料などの準備をまとめていない

高齢者暮らしのため、避難所へ移動しない可能性がある

高齢者のみの家族の場合、避難のタイミングが分からない

新規の利用者へ個別の支援計画(避難場所や方法の確認)を立てる

高齢で認知機能低下がみられる利用者の災害対策

高齢者以外への連絡 高齢者のみの家族の場合、連絡先がわからない

マニュアルで対応できるか

マニュアル通りにいかないときに対処できるか

予期せぬ内容が起こった場合の柔軟な対応

未体験な災害への対応 大きな災害の体験がなく、想定で考えているため行動にうつせるか

災害対策を実際に行ったことがない

他職種との連携 他職種との共有を図る

地域との連携方法、協力体制をとる

地域と一緒に対策を立てる。STからの声かけ・働きかけが十分でない

スタッフ間の連携 スタッフ間の共有を行う

災害発生時の対応

災害マニュアルへの不安

ST内・他機関との連携 地域との連携・協力

表4. 　訪問看護師が考えるHOT利用者援助時の「災害対策の課題」

災害を想定した準備

適切な災害マニュアルの作成
と調整

利用者に合わせた支援計
画

高齢者の避難

個別の支援計画の立案
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の展開が可能となると推測される。これにより、

HOT 利用者やその家族が、避難訓練に積極的に

参加でき、避難への自信を持つことが期待できる

のではないだろうか。それは、訪問看護師の［災

害発生時の対応］や［災害を想定した準備］［ST
内・他機関との連携］の課題への解決策として期

待できる。 
さらに、二次調査では災害時の不安として、医

療機器業者との連携が挙げられていた。多くの訪

問看護師が、酸素供給業者と定期連絡を取ってい

たが、連絡する内容は「酸素ボンベの残量が少な

いとき」「機器のトラブル」が殆どであった。新潟

豪雨・中越地震の際には、酸素プロバイダーが、

最も確実に療養者の安否確認ができていたとの

報告もある 9）。トラブル発生時のみならず、訪問

看護師と業者が災害について、個別に検討する機

会を持つことで、HOT 利用者が安心して生活を

過ごすことに繋がると考える。 
 

Ⅴ．結語 
災害マニュアルの整備は、6 割程度の ST で確

認されたが、避難訓練の実施等は僅かであった。

管理者は、災害時の初期対応や避難の優先順位を

決め、マニュアルの見直し等に取り組む一方で、

事前準備の不足や災害発生時の対応、スタッフの

連携を課題と考えていた。訪問看護師は、高齢の

HOT 利用者の避難や個別性の支援を課題として

考え、災害を想定して動くことに不安を抱き対策

を講じていた。こうした、双方の不安や課題を解

決できるよう ST 内での情報共有が重要となるだ

ろう。特徴的な点として、訪問看護師は、医療依

存度が高い HOT 利用者やその家族へ「避難場所」

の説明を実施していたが、ST 全体としては、具

体的な避難場所の指示が療養者へ行き届いてい

なかった。今後の災害対策としては、医療依存度

の低い療養者へも避難説明がなされ、安心した療

養生活ができるよう ST 内での検討や調整が求め

られる。 
 

VI.研究の限界と今後の課題 
本研究は、西日本豪雨の被害を受けた岡山県の

訪問看護 ST の災害対策、HOT 利用者への援助の

実態や課題を検討しており、被災後の特徴を把握

する貴重なデータとなっているが、他の地域の特

徴が反映できていない限界がある。また今回は、

HOT 利用者を援助した経験がある訪問看護師の

回収率が低く、実態を十分に把握できていない可

能性も考えられる。今後は、本研究を基礎資料と

して ST 利用者や家族へのインタビュー、他職種

連携の実態把握から研究を発展させていくこと

が必要であると考えられる。 
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